
当
日
、
益
子
委

員
長
は
病
欠
に
よ

り
辻
副
委
員
長
が

代
表
し
て
、
春
闘
、

労
働
条
件
改
善
、

組
織
強
化
拡
大
、

憲
法
改
正
、
安
全

安
定
輸
送
に
つ
い

て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

来
賓
で
八
田
さ

ん
よ
り
退
職
者
の

会
の
加
入
の
お
願

い
、
塚
原
地
本
委

員
長
よ
り
原
発
問

題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
強

行
採
決
、
年
末
手

当
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
班
・

分
会
の
中
で
出
来
る
人
が
や
っ

て
行
く
事
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

各
代
議
員
か
ら
、
エ
ル
ダ
ー

制
度
の
問
題
。
退
職
後
の
あ
り

方
。
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、
国

労
に
入
れ
と
率
直
に
言
え
る
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
。
組
織
が
無

く
な
る
意
識
を
。
技
術
継
承
の

問
題
に
つ
い
て
発
言
が
出
さ
れ

た
。書

記
長
集
約
、
ス
ト
ラ
イ
キ

権
の
確
立
、
大
会
宣
言
、
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

初
め
に
業
務
委
託
さ
れ
て
い

る
常
陸
大
宮
駅
か
ら
、
一
日
の

業
務
の
流
れ
を
報
告
し
、
駅
業

務
は
３
年
目
に
な
る
が
未
だ
に

完
璧
で
は
な
い
。

佐
和
駅
は
作
業
ダ
イ
ヤ
を
基

に
報
告
し
業
務
の
取
り
扱
い
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
カ
ー
ド
を
作
っ

て
い
る
。
今
は
休
憩
が
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

東
海
駅
か
ら
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
内

の
労
組
の
状
況
、
Ｊ
Ｒ
と
の
労

働
条
件
の
違
い
、
プ
ロ
パ
ー
社

員
の
教
育
不
足
、
エ
ル
ダ
ー
社

員
が
教
育
し
て
い
る
現
状
の
報

告
を
受
け
た
。

駅
業
務
を
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
に
な
る
車
掌
・
輸
送
係
の

方
か
ら
は
、
見
習
い
の
期
間
は

ど
の
位
か
と
の
質
問
に
、
８
回

の
見
習
い
で
１
本
、
６
回
の
職

場
も
あ
る
。
何
を
聞
い
て
良
い

の
か
分
か
ら
な
い
の
で
20
回
～

30
回
は
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と

意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
。
い
わ
き
の
乗
務
員
は

掃
除
と
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
し
か
な
い
の

で
車
掌
を
や
っ
て
い
る
人
は
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。
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つ
な
げ
よ
う

技
術
（わ
ざ
）と

魂
（こ
こ
ろ
）と運

動
を

茨
城
支
部
第
50
回
定
期
大
会
は
11
月
５
日
、
自

治
労
会
館
で
開
催
し
、
水
戸
地
区
分
会
の
鈴
木
代

議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
向
こ
う
一
年
間
の
運

動
方
針
が
確
立
し
た
。

基準内賃金×

箇月

第1回交渉（11月4日）

要求趣旨説明

第2回交渉（11月8日）

会社からの現状認識

会社から

スケジュール感を持ちつつ、真摯

かつ精力的に議論を進めていきたい。

10
月
25
日
、
地
本
会
議
室
に
お
い
て
第
１
回
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
未

経
験
者
交
流
集
会
を
16
名
が
参
加
し
開
催
し
て
き
た
。

駅
業
務
を
初
め
て
経
験
す
る
方
の
不
安
解
消
を
目
的
に
、

す
で
に
エ
ル
ダ
ー
で
駅
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
組
合
員
と
の

交
流
を
深
め
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
会
社
の
現
状
に
つ
い
て
交
流
を
行
っ

た
。


